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　前報告（本誌第2巷．第2號125頁）に述べし材料を用ひ同一方法によりて翻繭の貯藏日鍛並びに

興の方法による繭暦セリシン溶液の物理化躍的性質の攣化に關して實瞼せり。共め結果の一部を述べ

て大勢を報告せんとす。

　　　　99－一獄繭の貯藏日籔に關する實験

　1．貯藏に伴ふ繭暦可溶性物の溶解量及共の液の比粘度の攣化。

　慧繭は硲子瓶中に密封貯藏し＊印は風干貯藏せるものなり、而して春繭は60分煮沸し、秋繭は30分

煮沸せり。

　春　　繭

貯　藏 月 数 1溶 解 量（寛／1。。，c） 1比 粘　　度 陣 折　　卒 振 散 距　離

0 0，282 ユ，747 1．3481
　　　m°m
?D80

1 O，278 1，743 工．3481 1．81

2
，

0，274 1，732 1．3480 1．83

3 0，266 1，711 1．3480 1β5

3宗 0，237 ユ，635 1．3478 1ρ6

秋　　繭

貯棚馴溶解副比脇劇煽折坐．L鑓墨．離．
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⑪，198

0，200「

ユ，192
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ユ，16S

l，146

コ，165

1，3481

1，3480

1rB479

1，3t177

1，3478

　m．nl王，50

1，54

ユ，55

1，63

1，57

貯藏月激に伴ひ繭暦セリシンの溶解最，7k溶液の比粘度及び屈折寧は減退し、i蹟散距離は増力llす。而

して春慧に於ては夏期の貯藏湿度の高かりし爲め貯藏後巳に一ヶ月後よ）i、秋獄に於ては三ケ月頃よ

　　　　糊＿繭＿tt　　り梢曙しき攣1ヒを示す・風干E胴一貯藏のものよ嬬解
諾

値

a7

08

、一恃�A　’t嚇量等小なり・加よ蝋繭は騰により繍粛瀞の作用
　　魍・＼萬、　漣　によ賊騨自身の氣膿含韻の攣化により・翻瞬徽中

疇畿く〉ぐ鰹舗綴灘鋸織婆艦鮮へら
　　　　a？3　上記の屈折率及び横散距離の測定は同一濃度の液に就いて

→融　　　。　行へるものなり。貯藏によりてセリシン粒子の水和性の減少
0　　1　　2　　　3　　di　　ふ蓬　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　，　　、

　　　　　　　　　　　　　・－1晦鞠編、．．
鞠騒とせ畷齪な・繊濁度は㈱るに伽
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様減退すべきであら5。

2．貯藏による混巌、界剛長力凝固価色素囎量の攣化・

　蘇　　i贈

　O，240

。　O，238

　0，236

　0，234

　0，234

57，770

57，188

5s，749

56，632
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0，745
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0，7Sl

O，SO6

4，231

4，020

4，153，

綾，929

3β09

秋　　鷲

貯藏・剃混濁劇贈張力悔・倒色素嚇量
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4
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O，255

0，243
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0，698
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3，824

3，705華

3，333

3，214’

3β87

購に俘ふ混骸及び踊張ブコの減少は綿セリシン粒子の水和）1’kの減小に鮒るものと考へらる・

　　　　　　　　　　　　　　　　　風干のものN混濁度の激滅並に界面張力に大なる攣化なきは

雛

纂

蕩

1．5

　　　糊一秋恥　・、、水雛の外大氣の翻によりて蔽セリシンの獺せる観
　　　　　　　　　　　　　　　　ならむe更に貯藏するに從ひ水和性の減少に反sる凝固値の　　　溶鞭　　　　　蟹
　　　　　　　　　　　　　ath「　増加現象及び繭暦表面の色素吸着量の減少は繭暦セリシンの
㌦r＿＿遷一璽還一＿　　　　　　　　t

　　　　　　　　　　　　　　　　攣質を示すものと考へらる。　　　　　　　　　いLVx　　　L　　　　　　　　　　　　、x－
　　　　　　　　　　　　　’°’2°　以上の貯藏に俘ふ鰯セリシンの諸性質の翻白慢化は・
　　　　　　ー　　v一ノ平玄’ダー@　　‘→月鞍　　Ol5　乾燥に伴孟・同」i生質の攣化の綾慢なるものにして其の攣化の

@傾離欄ける鵬れレま㈱貯藏も繍上，tc．op　kる顛なり

　　　　第二貯藏方法に關する實験
騨の吸甑縦闘徹畷生する揮難倣の影響蜆んと欲し先づ第噸ド闇・糊・購

入瞳作り洪等の服の瀧墳馳り．直干詐干直後の鰍繭購矧珍子榊鳳れ瀾鍛
るものを隅鳳密栓し、・・ラ・イ・縢れるゆを糊剛縣せるア・寝ア瓦斯を器申樋じ

て密鍛るものをG鳳購鍬萄を蹴て糊せるものを晦と“r・・9・9他齢桐一の外的條

件下に貯藏せるものなり．G、隙淡艶雄したれ馳は貯藏幅ギ鹿の攣化を認めえす・

　供試繭は昭和4年度本校麻懲繭なり。

　1，溶解量（瓦ノ100c・c・）

貯蔵閥1開封1司蜜封臓GI　l醸G江　瞳
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　いつれの匠も跡藏に伴ひ慰繭の1容解量を減少せしむるがG、庭は緕封颪にi酎しアム・U・＝アの解膠力の

爲めに遙かに其の溶解量を増力ilし、　G，・’匠はCO2により・開封酸は大氣の爲め密封旺より常に共の溶解

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量．を減づ㌔
4°P　　　　　　　　；胴隻ou／L　OO　C．C）　　　　G1］旺及び密封］匝は溶解量の減少勾配殆んど同一にして

膨ズ、＼匙軋一＿G磁び開ゴ寸戯れ跡同一にして前者・剛E急・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　S’　なり。從つてG嘔及び密封畷の溶解量の減少に勤する

初N、　　　誕機　　　　　　　　　　因子は岡一であらう、而して溶解量の多少はアムe＝ア

，5。　際，。織妬　　瑚の濃脚数よるものと考一ら・・同一の關係が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G癌及び開封匿にあり。貯藏に伴ふて前實1験にて示せ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　awe @　　　　　　　　　　　　　　　　る如く慧繭のセリシンの攣質を來すものと考ふれば、
　　　　　　　　　　　　　　　テ　ロ　ヨば
　。t・　r・・co　60　ee　t20　i’・・　1co　x・　その一原因は大氣の影響する所なりと考へらる。　され

ば干燥腱理法に依り充分煮繭抵抗を附する事能はざりし原料繭に劉しては棚差の如き方法によ1）て常

に大氣と接燭せしむるか、Cq瓦斯をふれしむれば共の煮繭抵抗性を増し・反封に大に煮繭時闇の延

長を生する原料繭にありては、密封貯藏の方法をとるか或は少量のアムモ＝ア瓦斯に接燭せしむれば

或る程度迄は繰縣能率に好影響を與ふるものならむ。而して葱繭貯藏に當り評は之を密封して大i氣流

との絶えざる接燭をさけ、虫耐豊より磯生する揮磯性物質の飛散を防ぎ且つ外界温度の攣化を出來るだ

け小にすれば、慧繭の攣質最小にして繰綜上能牽を高むるものと考へらる。

2，比粘度（？の及び屈折率（11）

貯藏日数
開　　封　　匿

？1、　　　　　　　n

0 1，773　1，3塗80

10 ユ，764　1，34SO

20 1，739　1，3庄79

30 ユ，732　］，瓢79

60 ユ，713　ユ，3478

90 コ，699　ユβ478

150 ユ，667　1β477

180 ヱ，636　1脚5

210 1，595　］，3聖70

開封賑1密封墜＿　？，　　　　　n　　　　l　　　T？，　　　　　n

ゴ，773　　　　1，3↓90

1，768　　　　1，3480

ユ，760　　　　1，34SO

ユ，752　　1β480

1，736　　　　1，3479

1，717　　　　ユ，3479

1，683　　　　1♪317S

J，663　　コβ47s

1，637　　　　1，3476

G、　　瞳　1G・　　旺
　卯，　　　　　　ll　　　　　i　　　　　7b　　　　　　n

1，1796　　1β4雪1

コ，821　　　　コ，3生82

1，83生　　」，3482

ユβ38　　　　1，2，　481

1，832　　　　工，3182

］，783　　　　1，3481

1，7d「8　　1　，34．80

1／734　　　　ち3↓79

］，791　　　　】，34S1

1，803　　　　］，3弓」8エ

ユ，813　　　】，3481

】，只26　　　　ユ，348L

コ，817　　　　」，3481

］，792　　　1，3480

】，769　　　　1，3480

コ，753　　　1β479

　開封匝及び密封旺の比粘度及び屈折卒は貯戴につれて同様降下すれども減少度は闇封匠の方大なり

瓦斯入G1及びG2匪の比粘度及び贋1折率の無貯藏i繭に比して始め大なるは吸着瓦斯によりて分散セリ

シン粒子が水和性を高め從つてζポテンシヤルの増大を來し掩爲めと考へらる。而し℃90口頃よりは

開封匝に比しては小なれど次第に共等の値を減少す。吸着瓦斯の影響は更に液の混濁度．搬倣距離等

に表はるべきなり。
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3．混濁度（t）と搬lr散足巨寓lk（1）

貯藏日数
開　　封　　1藍 密　　封　　腿 G1　　　　嚥 G2　　　　1鉦

t　　　　　1 t　　　　　1 t　　　　　I t　　　　　1

0 0，245　　1，72 o，245　　エ，72 ＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

＿一10 0，246　　1，82 0，248　　1，76 0，256　　1，64 0，252　　1，6S

20 0，244　　1，82 0，247　　1，77 0，262　　1，59 0，255　　1，66

30 0，2《裂3　　1，85 0，246　　1，78 o，266　　1，5ワ o，258　　ユ，65

60 0，238　　1β7 0，243　　1，80 o，272　　ユ，55 0，261　　ユ，63

90 0，234　　1，93 0，241　　1，8銘 0，266　　ユ，56 0，257　・1，63

ユ50 0，222　　2，06 0，231　　1，91 0，258　　ユ，64 0，250　　1，6ア

180 0，218　　錯，24 0，227　　1，97 0，250　　1，75 0，240　　1，74

210 0，212　　2、50 0，221　　露，13 0，246　　ユ，86 o，232　　ユβo

e28

o留

a？4

a2？

。。。　　　　　燃畔ドひ開瓶及び糊匠は共に混濁戯減じそ

謡撫　　　　募饗鞭雌欝炎徽糊灘難霞薯竪灘

1醜 @　　　つて轍切シン粒子の水縦を勘礁賑雛
駒瞳 @　　　期混膿を枷し讃散湿巨離蛾少す．され脹

…6、。、。，。　響㌦。，。く∫繊す欝購封趾同一の傾向を示す。

　4，堺，面張力（σ）と凝固値（γ）

瓦斯申に貯藏ぜる鷲繭は瓦斯の吸着の影響により．其の水溶液の界面張力並に凝固値の攣化密封直

より大なることは推定せらる。但し凝固は鞭化白金液を以てせり。

貯蔵口鍛
開　　封　　瞳 密　　封　　1匝 Gエ　　　　瞠 G2　　　1罎

喘

・州ン／副γ1モ・レ／立1 σ　　　　γ げ　　　　　γ σ　　　　γ

0 57，561 @0，522 57，56　　0，522 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

一一工0 57，53　　0，594 57，38　0，535 56，77　　0，594 57，B　　Oβ82

20 57，27　　0，601 57，15　　0，587 56，52　　0，663 56，79　　0，819

30 57，23　　0，65盆 57，02　　0，594 56，43　　0，709 56，67　　0，767

60 56β7　　0，761 56，69　　0，709 56，21　　0，790 56，30　0，767

90 56，40　　0β82 56，51　　0，767 55，86　　0，893 56，00　　0，767

150 55ρ3　　0，984 55，93　0，827 54，93　　0，991 55，33　　0，594

180 55，53　　0，984 55，30　　0β27 5盛，73　　1，098 54，96　　0，593

210 54，94　　1，051 54，76　　0，882 54β5　　1，16咲 54，53　　0，594

貯藏に俘ひ開封匿及び密封匝の界面張力は減じ凝圃値は壌加す。典の増加率は開封匝の方大なり。

之れ共の攣質性に比例するものと考へらる。’瓦斯入旺は就れも密封匝より界面張力の減少大にして、

セリシン粒子はアムモ＝アによりて解膠さるS故その凝固値は密封匠のそれより大にして且吸牧せら

る曳につれで増大す。炭酸瓦斯はアムモ＝アと反劃の性質により凝固値の減遇を來す。

　5。アニリン赤の吸潜

貯　　藏　　日　　数　　　1　　開　　　封　　　　賑　　　1　　・密　　　封　　　　匠　　　1　　GL・　　　　　　　賊

0

20

30

　　猶
4，977

4，187

4，103

4，977

4，396

4，306

4，275

4，217



第＝號〕　　蘇の貯藏にぶる㈱・リ・・溶液の物理化畢的性質の攣化に就いて　　、i2e

60
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3，913

3，810

3，509

3．214

2，729
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4，107

3，913

3，571

4，091

4．057

3，837

3，6工1

3，f，87

すべて色瓢簾は貯藏するreつれ減少す．開蠣は散糊磁蝶の吸着量小なり・嘔蠣
蘇吸牧せられしア・モ・アの爲脈色素哩色嫌たし比較測定し能はt・？開蝦の螺吸灘の

灘は大鱒より耀存する嶽蔚の吸酢よらざる・とはco・接鷹たるG・慨と比鍍溜駿・

界礁力等のas化嵯殿り瑚力・なり．從つて共の瀧は大鱒に接せしめたる爲め聯頻囑

質に基くものと考へらる。

　6．結　　果

1．密封せる鷲繭の諸性質は貯藏するに從ひ、羅繭乾燥中に生ずる其等の攣化と同様な緩漫なる攣化を

なす。從つて鷲繭は貯藏するにつれて礎質を起すものと考へらる。

・櫨酬臓中に於ける大氣の影響を開躯瀦躯蹴匠繍せり・聾膨廊密蠣より溶雛・

雌疲ド屈折鼠混濁嵐色素吸都つれも小にして鑛散性及びuama値大k1・すべて騨セリシ

ンの大氣による縫質’に醗して設明しうべし。

3．鷲鰯糊・噛けるアムモ・ア及びCO、の影響を蹴せり・ア…　ア獺匝は糊匝砒して溶

解性．比犠、屈獅、混巌及び凝剛献にして撚麟並に界耐長力小なる購て騨に賭せ
るアムモニアが液中紛散せるセリシン粒子の分徴解團級び水和性を勘たる結果と考へらる・淡

酸瓦斯灘魑は密蠣醐して共の1容解性・細値・界藤力及び掻散麟絶素吸齪繊じ畷に

開封匝圃しでは顯撒及び灘鍵巨離のみ轍じ蜘服にして始めて共の凝蹴となる・此等の

諸性質の攣化は、瓦斯の灘に吸着せらる爲め勧とせぱ糊し得ぺし・罰百して瓦斯の吸neは1州

位にして最大にして以後は獄繭の攣質に俘ふて減退す。

4．以上の條件に於ては騨は鐙月の貯藏するにつれて鰻質すべきも瀾封颪は何れについて槻

質性の最も大なることを示す。攣質しやすき獄繭に就いては、アムモnア瓦斯接燭法によって2乃至

3ケ月位はその攣質を減ぜしむるものと考へらる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和5年コo月10受理）


